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東南アジア における衛星 による陸上 降雨量 の 推定精度
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1．はじめに

　世界 中の 様 々 な水問題 の 解決 の ため に高精度の 全球降水 マ ッ

プが求め られ てい る 。 複 数の 衛星 搭載 マ イクロ波放射計 に よる降

水 量推定 は 、観測頻度 の 点か らも今後 の 主流 に なると期待され て

い るが 、陸上 に お けるマ イクロ波放射計 に よる 降雨 量推定 は 原 理

的 に難しく、数年前まで は実利用 に耐える精度 の 陸上 降 雨 マ ッ プの

実現は困難 であっ た。昨年終 了 した CREST の 研 究課 題 「衛星 に よ

る高精度高 分 解 能 全 球 降 水 マ ッ プの 作 成 （GSMaP ）、研 究代表者 ：

岡 本謙一大 阪 府 大教授」で は 、TRMM デー
タベ ー

ス に よる 降雨 の

有 無 判定 （Seto　et 　al，2005： JAM 　 1243−1259）や、85GHz と 37GHz
の 2周波散乱 ア ル ゴ リズ 厶 （青梨 ほ か ，2006 秋季大 会 ）等に より陸
上 の 降雨 量 推定精 度 も大 幅に 向 上 した 。しか し、GSMaP の 陸上 降

雨 量は 、TRMM ／PR の 全 球 東西 平 均 とよく一致する
一

方 、GPCC 雨

貴計 の 月積算降雨 マ ップ と比 べ ると過小評価傾 向があり（Kubota

et 　al．2007：IEEE　Trans．　Geo ．　Remote 　Sensing　2259−2275）、東南ア

ジア の 雨量計データとの 比較 で は 衛星 の サ ン プリン グ不足に よる

降雨 の 見逃 しや 過小評価 が 問題となる（佐藤 ほか，2006 秋季大

会 ）。 衛星 の サ ン プ リン グ誤差の 改善に つ い て は 、今後の 衛 星 数 の

増加 、マ イクロ波サウン ダ（NOAA ／AMSU 等 ）に よる降 雨 推定 アル

ゴ リズ ム の 開発などが 期待 される。本研究 で は、現状の 陸上降雨

推定ア ル ゴ リズ 厶 の リトリーバ ル 誤差を評価する た め に 、 8 年間 の

GSMaP プロ ダクト（v4B4 ）を用 い て、東 南ア ジ ア 域 に お け る TRMM

降雨レーダー（PR ）および 雨 量計データとの 比 較を行 い 、陸上 降雨

量の 推定精度に 関する問題点 を明らか にするこ とを目的とする。

2 ，TRMM ／PR との 比較

　TRMM ／PR は 海上 、陸 上 を問わず高精度 で降 雨 観測が可能なア

クテ ィブセ ン サーで あり、同 じ衛 星 に マ イクロ 波 放 射 計 （TMI ）を搭載

して い ることか ら、同じサ ンプリン グに よる GSMaP の リトリ
ーバ ル 誤

差評価 に は最適と考えられる。 但し、TMl の 観測幅は PR の 約 3倍
なの で 、比 較 に は PR 観 測 幅 に 合 わ せ た TMI データを用 い た 。

GSMaPJMr （PR 観 測 幅 ）の 8 年 間 （1998−2005）の 平 均 降雨マ ップ

（図 1）と比 べ ると、オ リジナ ル の TMI 観測幅で 作成した 平均降雨マ

ッ プ（図略）は もう少し平滑化 され た 降雨分布となるが 、図 1との 差

は空間的 にラン ダ厶 で ある。 図 2 は、TRMWPR2A25 の 平 均降雨 マ

ッ プか らGSMaP ．TMI （PR 観測幅）を引い た偏差 マ ッ プであり、ヒマ ラ

ヤ山脈、イン ドおよびイン ドシナ 半島の 西 海岸、ベ トナ 厶 お よび華南

の 山岳域 におい て GSMaPJMI が PR に 対 して過 小 評価 とな っ て い

る。こ の 偏差 マ ッ プを季節ごとに 見 る と、降雨 量 の 多 い 雨季 （6〜8

月 ）の パ ターンが全平 均 パ ター
ン を決 め て おり、南西モ ン ス

ー
ン が

山 にぶ っ か る多 雨 地 域 で 偏差 が 大きくなっ て い る。図 2の 偏差 パ タ
ー

ン は明らか に 標高、特 に 標高差 に 関係 が あるように 見 え る。

3．山岳域の地上 雨量計との 比較
　実際 の 山 岳域 で GSMaP 降雨t が どの 程度 の 精度 で算出され て

い るかを調 べ るために 、タイ北部の Mae　 Chaem 流域 （98，0E−98．5E，
18．ON −19，0N ）の 8〜15 地 点 の 雨量計 に よる6 年

間の 月 積算降 雨 量 と GSMaP −TM1 お よび PR の

推定降雨量 との 比 較を行 っ た （図3 ）。 こ の 領域

で は、雨量計に比 べ るとい ずれ の 衛星 推定雨

量も若 干 過小評価 の 傾 向は あるが 、月変 化 は

比 較的良く再現 して い る。 こ の 程度 の 小領域 で

は、サ ンプリング頻度 の 高い TMI（オ リジナ ル 観

測 幅 ）の 降雨 量 が TMI （PR 観 測 幅 ）や PR より多

い こ とも少な い こ ともあり、各プロ ダクトの ば らつ

きはサ ン プリン グ誤差に よるもの と考えられる。
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図1GSMaP ．TM1（PR観測幅）の 平 均降雨 マ ッ プ
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　 　 図 2TRMM ／PR か らGSMaP ．TMI を引い た 降 雨 t の 偏 差

4．考繋 ・ まとめ

　 GSMaP の 陸上 降雨 推定 の リトリーバ ル 精度を調 べ る

た めに 8 年 間 の TRMM ／PR 雨 i マ ッ プとの 比 較を行 っ

た ところ、全体的な降雨分布は良く
一

致してい たが、そ

の 差に は 標高依存性 が 見られ、特 に 標高差が大きい場
所 で GSMaP ．TMI が過 小 評価 になっ て い た。そ の 原 因 と

して は、PR が 地 形 エ コ
ーを 降雨 エ コ

ーと誤 判 定す る可

能性も考え られ るが、GSMaP の 降 雨推定ア ル ゴ リズ ム

の 問 題 （例 え ば、5 × 5
°

グリッ ド毎 に フォ ワ
ード計 算 され

る ル ッ クアッ プテーブル や、より高分解能の 陸上 降雨判

定データベ ー
ス など）の 可能性 が 高 い 。 ただし、山岳域

で も Mae 　Chaem 流域 の 例 で は、月降雨 置 の 変化 は 地

上雨量計 の 観測結果を比較的良く再 現 して おり、衛 星

サ ンプリン グ頻度を増や し 、 標高差等 によ るバ イアス 誤

差 を改 善 す るこ とが で き れ ば 、洪 水 予 測 や 水資源管 理

な どの 実利用 に も十分使 え るこ とが 期待される。
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　　　 図 3Mae 　Chaem 流域 雨 量 計 と衛 星 推 定 降 雨 量 の 比較
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